
〔史
料
紹
介
〕

毛

美

東

環

記

(
二
)

尺
別
'
四
里
八
丁
'
話
合
松
井
栄
蔵
'
夷
家
四
軒
､
入
口
尺
別
川
'
中
川
涜
也
'
会

所
よ
り
直
に
山
に
登
'
下
り
て
モ
ン
ヘ
ツ
川
'
大
河
也
'
夫
よ
り
二
里
七

･
八
丁

に
て
ハ
シ
ク
ロ
沼
'
昼
所
也
'
此
沼
'
時
化
の
折
'
海
に
混
す
､
馬
往
来
威
か
た

(北
r浜｣
)

し
'
夫
よ
り
二
里
程
に
て
自
ヌ
カ
'
此
辺
の

漁

'

魚
物
'
給
用
の
ミ
'
昆
布
多
L
t

今
日
'
寅
卯
を
さ
し
下
る
t

へ弘
r
E
二
1'=
｣
)

白
糠
'
七
里
'
夷
家
七

･
八
十
軒
'
入
口
'
川
あ
り
､
中
川
也
'
夷
人
'
此

川

に

添

'

奥
の
方
二
住
と
云
'
舟
渡
'
入
口
'
八
王
子
同
心
の
詰
た
る
空
番
屋
あ
り
'
原
辛

左
衛
門
住
居
せ
し
跡
を
泊
所
と
仕
居
る
也
'
此
辺
の
途
中
'
夷
家
を
見
る
事
稀
也
'

シ
ラ
ヌ
カ
よ
り

一
里
余
に
て
シ
ヨ
ロ
,
川
'
此
辺
よ
り
ヤ
カ
ン
山獄
ミ
ゆ
る
'
此
辺

平
地
に
て
多
柳
ノ
猫
黄
'
今
漸
聞
か
ん
と
す
'
今
日
は
四
月
晦
日
な
る
に
'
草

生

･
柳
等
の
体
'
如
斯
悪
地
也
'
夫
よ
り
ヲ
タ
ノ
シ
ケ
川
'
中
川
也
'
橋
有
'
是

ま
て
シ
ラ
ヌ
カ
よ
り
四
里
位
'
夫
よ
り

ヘ
ト
マ
イ
川
'
中
川
'
橋
有
'
夫
よ
り
ク

ス
リ
川
'
此
辺
の
大
川
也
'
此
川
ヤ
カ
ン
山獄
の
硫
黄
気
あ
り
'
故
鮭
の
類
上
る
事

甚
少
し
と
云
､
今
日
'
東
を
さ
し
下
る
'
半
途
よ
り
巳
を
差
下
る
'
今
日
の
途
中
'

･:･:･I

浜
辺
に
人
々
黒
靖
蛸
と
咽
る
黒
石
多
L
t
全
松
脂
の
凝
古
た
る
体
也
'
琉
拍
色
な

る
も
あ
り
'

是
石
炭
也
'
火
に
入
る

､
に
能
燃
て
'
薪
に
代
る
へ
し
'
但
火
に
入
て
嘆
気
甚

浪

川

健

治

L
t
按
す
る
に
是
椴
の
脂
'
土
中
に
入
凝
て
石
と
な
り
し
物
な
ら
ん
'
松
脂
'

琉
泊
と
変
す
る
の
類
か
'

川
を
越
'
西
を
向
'
五

･
六
丁
行
'
ク
ス
リ
会
所
あ
り
'

ク
ス
リ
'
四
里
八
丁
'
話
合
小
普
請
柵
木
猪
之
助
'
夷
家
'
川
に
添
'
四
十
軒
余
と

(弘
｢左
｣)

云
'
造
酒
所
有
'
南
部
大
畑
の

次

右

衛

門
受
負
な
り
と
云
'
鱈

･
か
す

へ
漁
多
L
t

熊
猟
多
L
t
今
日
'
新
道
多
L
t
潮
干
の
折
は
海
岸
廻
よ
-
'
且
里
数
も
近
し
'

(弘
r山石
崎

景
也｣
)

海
岸
'
岩

'

奇

景

也
へ
ク
ス
リ
よ
り
二
里
十
丁
計
に
て
カ
チ
ヨ
ロ
ゴ
イ
'
昼
所
な

り
'
夫
よ
り
ヲ
ロ
ッ
ナ
イ
ヘ
ツ
シ
ャ
ム
'
四

･
五
軒
'
夫
よ
り

マ
タ
イ
ト
ケ
シ
'

四
軒
'
是
ま
て
昼
所
よ
り

一
里
半
位
'
夫
よ
り
二
十
丁
余
に
て
チ
ヨ
ロ
へ
ツ
'
中

川
也
'
夫
よ
-
コ
ン
フ
ム
イ
'
今
日
'
東
を
さ
し
下
る
'
岩
石
景
色
多
L
t
ク
ス

リ
よ
り
昆
布
多
L
t

ク
ス
リ
川
目
'
水
上
に
ヲ
ア
カ
ン
･
メ
ア
カ
ン
と
云
二
山獄
あ
り
'
此
辺
の
高
山

こ
て
ク
ナ
尻
蔦
よ
り
未
申
に
当
て
ミ
ゆ
る
'
大
山
は
此
二
山獄
な
り
と
云
り
'
山･:･!･p

上
に
大
沼
あ
り
'
其
沼
よ
り
白
き
岩
を
産
す
'
薄
-
す
り
て
'
是
を
打
に
磐

に
代
る
へ
し
'
叉
鰐
口
と
云
物
に
セ
L
を
見
た
り
'
奇
石
な
り
'

二

此
処
よ
り
西
エ
ソ
地
シ
ャ
リ
江
山
越
す
'
未
た
道
を
聞
か
す
と
い
へ
と
も
'

舟
こ
て
川
上

へ
登
る
事
'
三
日
路
'
山
中
五
日
程
に
し
て
シ
ャ
リ
江
出
る
と
な
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り
'
然
共
草
木
厚
-
道
に
苦
む
故
､
往
来
三
十
日
程
懸
る
と
也
'
此
川
に
添
ひ

住
居
す
る
蝦
夷
千
五
百
人
程
あ
り
と
云
'

コ
ン
フ
ム
イ
'
五
里
二
十
四
丁
'
夷
家
な
し
､
同
所
よ
り
新
道

l
里
余
こ
て
浜

へ
下

L弘
･北
一ウ
ンヨ
ン
グシ
ア
･z･イ
カ
ニ

る
'
地
名
ト
マ
ナ
セ
'
夫
よ
り
コ
ン
ト
マ
リ
'
夫
よ
-

ウ

シ

ヨ

ン

グ

シ

ャ

ト

イ

カ
'

夫
よ
り
ソ
ン
デ
キ
'
昼
所
也
､
コ
ン
プ
ム
イ
よ
-
三
里
余
'
是
よ
り
新
道
難
儀
な

(弘
･北
Fカ
グ
セ
ン
｣I

-
､
カ

ク

セ

シ

崎

､

大
に
出
崎
也
へ
夫
よ
り
セ
ン
ホ
ウ
シ
'
寅
卯
を
さ
し
下
る
､

途
中
木
茂
り
如
麻
､
近
辺
の
普
請
木
材
'
ク
ナ
シ
リ
嶋

･
エ
ト
ロ
フ
嶋
の
作
事
も

〓
弘
｢多
-｣
)

多

分

此

山
の
材
木
な
-
と
云
'

此
地
'
木
化
石
を
産
す
'
大
岩
を
か
き
磨
て
玉
或
ハ
根
付
と
い
ふ
物
に
す
'
黒

き
石
中
に
白
き
木
目
の
如
き
筋
あ
り
'
愛
す

へ
し
､

セ
ン
ホ
ウ
シ
､
海
路
三
里
'
夷
家
三
軒
'
弁
天
堂
あ
り
､
同
所
よ
り
ア
ツ
ケ
シ
江
の

(江)

渡
り
三
里
'
此
海
人
輪
江
に
成
た
る
口
を
渡
る
也
'
陸
通
磯
辺
'
夷
村
'
左
lf

(弘

｢シ
エ
ン
ヤ
ム
ヲ
マイ
一)

ン
ホ
ウ
シ
よ
り
ユ
ウ
エ
ラ
に
夷
家
十
四

･
五
､
シ

エ

シ

ャ

ム

ヲ

マ

イ

'
同
十
軒
計
'

(弘
｢セ
イ
カ
ク
シ
ラ
二
｣)

(弘
･北
｢チ
フ
ラ
ン
ケ
ウシ
｣)

セ

イ

カ

リ

シ

ラ

ニ
'
商
売
小
屋
あ
り
､
ヘ
ツ
フ
ツ
'
七

･

八

軒

'

チ

ウ

ラ
ン
ケ
ウ

シ
'
同
五
軒
'
夫
よ
り
ト
マ
タ
ル
､
七

･
八
軒
'
是
よ
り
ア
ツ
ケ
シ
領
'
モ
リ
シ

ユ
'
二
軒
'
ア
ツ
ケ
シ
シ
ユ
フ
'
十
四

･
五
軒
'
シ

､
ユ
レ
ヘ
'
十
三

･
四
軒
'

シ
ン
子
ウ
ニ
ユ
ル
'
七

･
八
軒
'
リ
ル
イ
'
同
二
十
軒
計
'
タ
ン
タ
ク
コ
ト
イ
'

(弘
･北
｢ン｣
)

(弘
1ヲ
ヤ

エ
ソ｣
)

へ弘
･へ

番
屋
有
'
ノ
テ

ツ
'
十
七

･
八
軒

'

ホ

レ

ト

､
八
軒
'
ヲ

ヤ

コ

ツ

'

七
軒
'
ヘ

ト

ト
ウイ
の
記
述
を
欠
-
)

ウ
イ
'
七
軒
'
ウ
ニ
コ
イ
ナ
'
十
軒
計
り
'
ヘ
イ
ト
ル
'
六
軒
'

(弘
｢七｣
)

ゼ
ン
ホ
ウ
ジ
'
夷
語

ゼ

ツ

プ
ポ
ヂ
也
'
ゼ
ツ
プ
は
魚
也
'
ポ
デ
は
湧
也
'
此
也

魚
物
多
-
､
海
中
よ
り
湧
出
て
豊
鏡
の
地
な
れ
ハ
斯
名
付
し
も
の
也
､
然
る
を

善
法
寺
と
云
'
夷
語
の
本
意
を
矢

へ
り
､

ヌ
シ
ャ
ウ
シ
コ
タ
ン
'
今
ア
ツ
ケ
シ
と
唱
ふ
る
ハ
此
地
也
'
大
会
所
有
'
同
所
先
々

は
又
風
土
別
領
の
様
な
り
､
魚
物
都
て
大
漁
な
り
'
緋
多
L
t
か
き
甚
多
L
t
土

一ち
ょ
り
｣)

地
の
夷
人
､
常
の
食
と
す
､
潤
甚
よ
し
､
食
物
最
富
ミ
'
夷
人
多
し
'
此
辺
の
惣

乙
名
､
今
イ
コ
ト
イ
と
云
'
其
者
を
見
る
に
実
に
珍
敷
蒙
雄
の
人
物
､
身
体
の
様

訂;l
･北
｢liに
て
こ

子
､
頃
日
の
相
撲
相
戸
に
て
首
の
太
サ
'
乳
の
大
な
る
事
､
彼
に
勝
れ
り
､
紫
架

つ対)

(寛

致
E二
年
)

二人化
三

丘
)

線
眼
､
毛
髪
甚
繁
-
如
熊
故
､
得
言
れ
ぬ
大

荘

也

､
予
'
申

の

年

よ

-

当

寅

ま

て

の
内
'

一
年
除
き
た
る
の
ミ
に
て
夷
地
に
有
し
故
二
異
風
の
夷
人
を
多
-
見
た
り

し
か
'
此
イ
コ
ト
イ
に
驚
き
し
也
'
何
方
の
夷
人
も
彼
か
名
を
不
呼
し
て
ア
ツ
ケ

(弘
･北
｢尊
｣)

シ
の
シ
リ
ニ
シ
ハ
'
又
ハ
イ
コ
ト
イ
カ
ム
イ
と
云
し
ハ
至

宗

の

意
の
如
し
､
ニ

シ

ハ
は
檀
那
と
云
か
如
し
'
カ
ム
イ
と

ハ
守
と
云
事
也
'
彼
の
イ
コ
ト
イ
は
代
々
豪

家
也
と
云
'
妾
の
家
拾
八
軒
'
自
分
宅
五

･
六
丁
ツ
ゝ
隔
テ
三
軒
あ
り
と
也
'
外

場
所
-

の
夷
人
'
御
領
と
な
り
L
よ
り
御
威
光
を
仰
き
'
段
々
華
俗
と
な
り
た

る
者
不
少
､
彼
か
所
領
の
夷
人
'
決
て
華
俗
の
真
似
致
サ
ぬ
と
な
り
､
如
何
こ
も

同
所
に
華
俗
の
夷
人
な
き
事
也
'
夷
家
と
兄

へ
ぬ
大
家
'
所
々
に
ミ
ゆ
る
ハ
イ
コ

ト
イ
か
家
也
､
モ
シ
リ
嶋
'
廻
り
弐
里
程
'
モ
ヨ
モ
シ
リ
嶋
'
同

一
里
半
計
､
是

よ
り
セ
ン
ホ
ウ
シ
よ
り
ア
ツ
ケ
シ
へ
の
渡
り
の
輪
口
'
前
に
有
'
セ
ン
ホ
ウ
シ
よ

り
ア
ツ
ケ
シ
へ
の
陸
地
路
'
四
里
弐
十
丁
余
'

(弘
･北
｢エ
コ
ト
イ
一)

此
イ
コ
ト
イ
と
云
者
､
代
々
此
辺
の
官
長
と
し
て
'
殊
に
此
も
の
英
名
夷
地
に

輝
き
'
四
方
の
夷
'
甚
敬
仰
す
､
此
者
先
祖
よ
り
富
貴
に
し
て
松
前
侯
御
領
之

節

ハ'ア
ツ
ケ
シ

･
子
モ
ロ
ハ
至
極
の
奥

エ
ソ
地
と
L
t
商
舟
の
通
ひ
も
稀
な

-
し
節
な
れ
ハ
､
彼
'
倭
の
商
舟
と
交
易
L
t
酒

･
煙
草

･
麹
等
を
チ
ッ
フ
に

積
て
､
ク
ナ
尻
馬
'
或
ハ
エ
ト
ロ
フ
へ
渡
海
し
交
易
を
な
し
'
又
倭
舟

へ
積
送

L
と
也
､
其
頃
は
倭
人
未
た
ク
ナ
シ
リ

･
エ
ト
ロ
フ
の
二
嶋
あ
る
事
を
不
知
'

故
に
彼
壱
人
し
て
思
ふ
侃
利
を
得
し
ま

ゝ
次
第
に
富
て
夷
秋
の
尊
敬
も
増
り
'
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Lりi

北

1
･L
机
+
t])

松
前

･
ク
ナ
シ
リ

･
エ
ト
ロ
フ
の
三
嶋

に

名

板

へ

り

､
ク
ナ
シ
リ

･
エ
ト
ロ
フ

に
も
妾
を
置
し
故
へ
彼
か
子
'
両
嶋
に
も
有
､
未
た
二
十
歳
内
外
の
者
共
こ
て

こ
7十
年
カ
､
貨
敢
L̀T牛
}

存
生
せ
り
'
又
彼
か
母
も
高
名
の
烈
女
也
'
三

十

年

程

巳

前

､
子
モ
ロ
･
ク
ナ

シ
リ
に
て
所
の
エ
ソ
蜂
起
し
て
へ
松
前
の
阿
部
屋
某
か
支
配
人

･
番
人
三
十
人

l弘
北
｢打
設
L
ニ

程

打

播

殺

し

'

尚
勢
に
乗
し
､
此
ア
ツ
ケ
シ
辺
ま
て
上
り
L
を
'
彼
女
､
松
前

侯
に
味
方
し
蝦
夷
共
を
押
へ
'
終
に
騒
動
を
鎮
め
し
功
に
よ
っ
て
松
前

へ
上
り
'

侯
へ
拝
謁
を
遂
ケ
'
多
賜
あ
り
て
帰
り
､
弥
母
子
威
を
板

へ
り
'
今
将
軍
家
の

威
に
も
屈
せ
す
'
如
本
書
､
卓
爾
と
し
て
独
立
す
る
ハ
､
量
世
を
覆
ふ
の
大
丈

夫
な
ら
す
や
'
彼
か
富
ミ
､
金
の
杯
十
二
盃
重
ね
た
る
を
所
持
す
､
其
大
な
る

も
の
ハ
壱
升
弐
合
人
に
て
夫
よ
り
段
々
小
也
と
云
へ
り
'
此
外
金

･
銀
の
器
､

高
金
の
品
'
挙
て
数

へ
難
し
と
也
'

ア
ツ
ケ
シ
'
六
里
半
へ
話
合
御
同
心
鈴
木
角
司
'
夷
屋
'
右
に
記
､
当
所
の
入
海
'

冬
分
悉
-
堅
永
と
な
る
､
外
海
は
不
問
'
ア
ツ
ケ
シ
よ
り
新
道
に
て
こ
シ
ヘ
ツ
ま

(弘
T
]ナ
ク
シ
マク
I･北
｢コチ
ク
シ
コ
ク
一)

て
始
終
の
山
中
也
､
ア
ツ
ケ
シ
よ
り
海
岸
､
夷
村
左
二
㌧

コ

チ

ク

シ

コ

イ

'

十

軒

計
'
ビ
バ
'
三
拾
軒
計
'
キ
イ
タ
ツ
フ
ヲ
ツ
ナ
ン
､
鱒
漁
多
し
､
夫
よ
り
大
出
崎
､

LT
r･)

ノ
ツ
サ
7
崎
也
､
花
崎
'
又
ハ
U
ハ根
諸
崎

此
ア
ツ
ケ
シ

･
セ
ン
ホ
ウ
シ
は
魚
類
へ
大
漁
の
地
に
し
て
'
東
エ
ソ
地
繁
花
第

1
の
湊
也
､
潤
も
又
最
上
の
場
也
'
本
書
の
如
-
牡
堀
有
て
食
と
す
故
二
飢
種

を
知
ら
す
'
此
地
よ
り
奥
エ
ソ
の
風
俗

二
言
語
も
違
ふ
'
緋
は
春
秋
両
度
漁
す
､

杏
と
す
へ
し
'
東
海
エ
ト
ロ
フ
･
ク
ナ
シ
リ

･
子
モ
口
辺
へ
の
通
舟
'
皆
此
湊

l弘
･北
r出
船
こ

へ
入
'
風
順
を
待

て

出

帆

す

'

故
に
ま
す
-

繁
花
な
-
t

(弘
r王
て
の
])

と
も
云
'
此
崎
よ
り
下
'
悉
-
氷
海
と
な
る
な
り
､
年
に
よ
り
ク
ナ
シ

リ

ま

て

間

不
関
も
あ
り
､
乍
妖
:=適
五

･
七
年
の
中

1
年
也
と
云
､
石
崎
を
廻
し
三
里
余
こ
て

子
モ
ロ
ニ
至
る
､
ア
ツ
ケ
シ
よ
-
沼
の
内
二
里
余
行
､
ヘ
カ
ン
ヘ
ウ
シ
'
夫
よ
り

チ
ビ
ハ
ツ
ケ

是
子
モ
ロ
へ
の
新
道
'
山
道
也
'
此
沼
の
名
な
し
'
コ
ハ
ア
ツ
ケ
シ
の
沼
と
云
'

竪
弐
里
計
'
横
長
-
し
て
三
豊
計
と
見
ゆ
'
ア
ツ
ケ
シ
よ
り
船
に
乗
'
此
沼
を

茄
て
へ
L･ン
へ
7
ン
[)

過
く
'
沢
奥
の
川
へ
上
り
､
ベ

カ

ン

へ

ウ

シ

へ
上
る
'
此
沼
の
内
'
大
小
の
嶋
'

数
多
ミ
ゆ
'
此
沼
に
牡
堀
を
産
す
'
沼
中
'
泥
土

･
石
な
-
皆
牡
堀
也
､
浅
き

訂
一
r.二
)

所
へ
入
て
か
き
を
拾
ふ
に
石
を
拾
ふ
に
ひ
と
し
､
其
形
､
本
邦
の
牡
堀
の
似
すl}[t

沼
貝
の
如
-
'
色
'
灰
に
し
て
へ
相
葉
を
重
ね
た
る
如
く
'
長
サ
'
四

･
五

丁
北
〓
二
)

丁
計
､
是
を
喰
ふ
に
､
味
'
尤
美
也
'
焼
月
'
勝
れ
て
よ
し
へ
其
嶋
々
を
遠
-

望
む
に
'
岸
､
皆
白
-
し
て
白
壁
の
如
し
'
其
半
よ
り
上

へ
に
草
生
し
､
椴
井

(f><)

に
諸
木
繁
茂
L
t
此
白
-
ミ
ゆ
る
ハ
'
皆
'
是
か
き
売
の
漏
出
て
嶋
と
な
り
'

上
の
方
腐
り
て
土
と
な
り
'
終
に
草
木
を
生
し
た
る
也
へ
沼
中
井
岸
'
管
か
き

(戟
)

売

に

て
川
原
の
石
の
如
し
'

一
大
奇
事
也
'
和
漢
未
た
此
説
を
不
聞
'
土
人
取

て
食
と
す
'
夷
語
ビ
バ
セ
イ
と
呼
へ
土
石
の
如
く
取
て
尽
る
事
な
き
故
'
飢
鍾

(r
l

す
る
事
な
し
､
沼
中
'
｢

･

鴨

･
白
鳥
其
外
､
諸
鳥
多
く
あ
り
t

I
t
此
子
モ
ロ
領
'
東
方
に
シ
コ
タ
ン
と
云
嶋
あ
り
'
周
囲
三
十
里
計
也
と
云
'

魚
類
多
L
t
黒
狐
を
産
す
'
黒
狐
の
説
'
エ
ト
ロ
フ
の
条
に
記
す
'
又
此
子
モ

ロ
領
に
大
な
る
崎
あ
り
'
花
岬
と
も
'
子
モ
ロ
崎
と
も
云
､
此
岬
よ
り
大
小
の

鴨
井
巌
ひ
し
-

と
シ
コ
タ
ン
ま
て
続
き
'
或
ハ
顕
れ
'
或

ハ
沈
ミ
'
其
数
を

不
知
､
是
を
エ
ソ
か
千
嶋
と
云
へ
り
'
又
日
､
エ
ト
ロ
フ
よ
り
ヲ
ロ
シ
ャ
ま
て

の
間
､
嶋
多
-
あ
り
'
是
を
云
と
も
い
へ
り
'
是
故
､
ク
ナ
シ
リ

･
エ
ト
ロ
フ

へ
の
通
ひ
舟
'
此
所
を
大
難
所
と
す
､
風
順
よ
し
と
い
へ
と
も
'
夜
に
人
か
'

又
雰
深
け
れ
は
船
を
イ
ロ
リ
と
云
嶋

へ
入
'
又
は
碇
を
下
し
て
不
進
､
夜
明
'
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雲
雰
の
晴
を
ま
っ
て
舟
を
出
す
'
惣
て
ク
ス
リ
よ
り
奥
は
雲
雰
深
-
覆
ひ
て
'

日
を
見
る
事
稀
な
り
'
故
に
甚
難
所
と
し
て
嫌
ふ
'

川
'
夫
よ
り
ヲ
ラ
イ
ン
へ
'
小
川
な
り
､
ヤ
ン
ヘ
ヲ
イ
'
小
河
也
'
昼
所
へ
是
ま

て
ヘ
カ
ン
ヘ
ウ
シ
よ
り
弐
里
半
余
'
夫
よ
り
二
里
拾
丁
計
こ
て
ノ
コ
ヘ
リ
へ
ツ
'

今
日
'
丑
寅
を
さ
し
下
る
'
沼
の
外
雑
木
林
の
内
へ
五
月
二
日
通
り
L
に
柳
の
猫

J文
化
二
年
)

黄
'
未
解
'
辛
夷

･
椛

･
桜
'

1
同
に
今
満
開
な
り
'
当

寅

の

年
'
登
の
節
見
L

(弘
｢杜
｣)

に
'
回
春
寺
新
建
立
'
甚
結
構
の
御
普
請
也
､
振
合
､
善
光
寺
'
是
ま
て
ア
ツ
ケ

シ
持
､
宴
は
山
中
也
'
泊
所
悪
L
へ
是
よ
り
少
行
'
ア
ン
子

へ
ツ
川
'
同
様
也
､

(弘
｢イ
ト
エチ
セ
｣)

夫
よ
り
イ
ト

エ
チ
'

ノ
コ
ヘ
リ
へ
ツ
'
五
里
六
丁
'
セ
ン
ヘ
ツ
川
'
中
川
也
'
鮭
漁
の
節
'
夷
人
と
も
集

る
'
夷
入
漁
小
屋
あ
り
'
夫
よ
り
ヒ
イ

ニ
ノ
シ
川
へ
中
川
也
'
夫
よ
り
ヲ
イ
ナ
ウ

(弘
｢ノ
コ
リ
ヘ
ツ｣
)

シ
へ
小
河
也
'
昼
所
､
是
迄
ノ

コ

ヘ

リ

へ

ツ
よ
り
三
里
位
'
是
よ
り
束
へ
ヲ
イ
ナ

ウ
シ
よ
り
子
モ
ロ
領
と
あ
る
へ
夫
よ
り
ア
ン
子

へ
ツ
ま
て
二
里
余
'
今
日
'
子
を

さ
し
下
る
'

ア
ツ
ケ
シ
よ
り
西
別
ま
て
の
内
'
山
中
'
島
嵐
多
-
あ
り
'
夷
語
ル
ヲ
チ
ロ
ノ

ッ
ブ
と
云
'
ル
ヲ
は
縞
也
'
チ
ロ
ノ
ッ
ブ
は
狐
也
､
夷
人
は
嶋
狐
と
L
t
倭
人

ハ
嶋
嵐
と
呼
'
狐
か
嵐
か
是
非
を
弁
し
か
た
L
t
併
其
形
を
見
る
に
'
其
色
黄

に
し
て
尾
に
毛
の
有

ハ
狐
の
方
に
近
し
と
云
と
も
'
小
な
る
ハ
ま
た
嵐
の
類
と

も
云

へ
け
れ
ハ
'
何
れ
に
も
是
非
を
決
し
か
た
L
t
垢
幅
'
鳥

･
虫
の
論
に
似

た
り
'
先
生
'
是
を
弁
せ
よ
'
(弘

･
北
r
ll盲

の
内
｣
)

一
'
ア
ツ
ケ
シ
よ
り

ニ
シ
ヘ
ツ
ま
て

三

日

の

間

､

山
中
を
行
'
此
ノ
コ
ヘ
リ
へ
ツ

よ
り
ア
ン
子

へ
ツ
ま
て
の
山
中
に
'
往
昔
'
小
人
の
棲
居
せ
し
跡
也
と
て
､
路

傍
二
尺

･
三
尺
位
の
穴
多
-
あ
り
と

い
へ
と
も
甚
信
し
か
た
し
へ
賢
者
に
尋
て

信
疑
を
別
く

へ
し
'
予
'
少
し
-
論
あ
り
と
云
と
も
麦
に
不
記
'
識
者
に
達
て

弁
す

へ
し
､

(弘

･
北
l
飼
｣
)

ア
ン
子

へ
ツ
'
六
里
､
夷
家
壱
軒
'
泊
所
悪
L
t
会

所

傍

に

フ
ウ
レ
ン
へ
ソ
と
云
大

河
あ
り
'
枝
川
は
ア
ン
子

へ
ツ
川
也
'
フ
ウ
レ
ン
へ
ツ
川
を
船
に
て
下
り

フ
ウ
レ

ン
沼
'
此
沼
の
東
は
根
諸
､
西
は

ニ
シ

ヘ
ツ
也
､
ア
ン
子

へ
ツ
よ
-
根
諸

へ
ハ
九

里
'
西
別
に
六
里
'
何
れ
も
此
沼
の
内
'
船
に
て
行
'
尤

フ
ウ
レ
ン
へ
ツ
川
､
二

里
計
に
て
'
右
の
沼

へ
出
､
沼
の
内

1
里
計
行
'
休
所
'
是
よ
り
林
の
内

l
里
計

(弘
･北
｢大
野
｣)

新
道
行
'
浜

へ
下
る
'
浜
半
道
計
に
て
西
別
也
'
根
諸

･
西
別

ハ
猶

大

地

よ

り
砂

原

･
鷲
木
行
理
の
如
し
'

ニ
シ

ヘ
ツ
'
六
里
'
此
処
川
二
添
'
夷
人
と
も
百
二

二
二
十
軒
住
と
云
'
尤
蚊
甚
多

L
t
ア
ン
子

へ
ツ
も
同
し
-
'
此
蚊
の
為
､
華

･
夷
共
に
五
月
中
頃
よ
り
悉
-
逃

去
'
他
所

へ
移
居
と
な
り
､
故
に
鱒
も
不
漁
'
鮭
は
宴
に
て
三
千
弐

･
三
百
石
冒

ッ
＼

給
用
の
外
'
産
物
と
す
'
ヲ
ン
子
沼

.TB桁
fm
,r
ト
語

弊

け
り
朴
酎
=

即
f
j
J
･
那

ル

紹

蒜

雄

,
長
サ

1
里
半
程
,
其
辺
に
番
屋
あ
り
､
此
沼
,
根
諸
江
行
路
脇
に
有

(T∴
･l

と
云
､

ニ
シ
ヘ
ツ
よ
り
南
東
の
間
に
大
崎
ミ
ゆ
'
是
ノ
ツ
サ
フ
嶋
也
'

テ
ン
へ
ツ

よ
り
ノ
ツ
ケ
江
の
陸
通
り
､
イ

コ
ト
イ
等
の
大
河
あ
り
'
其
外
二
も
川
々
等
多
L
t

旦
水
際
よ
り
絶
壁
の
峻
岩
多
-
'
連
も
行
か
た
し
'
是
よ
り
船
に
て
廻
る
'

ノ
ツ
ケ
'
夷
家
十
四

･
五
軒
'
会
所
よ
し
'
渡
海
屯
所
の
故
也
'
丑
を
さ
し
来
る
'

是
よ
り
公
私
の
御
領
界
'
シ
レ
ト

コ
へ
十
六
里
余
と
云
'
此
所
に
て
望
め
ハ
シ
レ

ト
コ
の
山
の
ミ
高
'
其
外
ア
ン
子

へ
ツ

二

l
シ
ヘ
ツ
辺
と
も

一
向
高
-
ミ
ゆ
る
も

の
な
し
'
只
境
野
秒
々
天
に
連
り
'
野
と
海
と

一
面
誠
に
下
地
と
や
可
申
､
水
屋

尻
の
如
し
へ
平
山
の
様
な
る
地
も
あ
れ
と
も
'
適
雑
木
あ
り
'
延
た
る
木
必
な
し
'

ク
ナ
シ
リ
嶋
'
ト

マ
リ
'
話
合
御
同
心
向
井
勘
助

･
茂
松
熊
五
郎
'
在
住
調
役
下
役
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{文
化
二
卑
一

田
口
久
次
郎
ハ
当
年
話
合
､
魚
物
､
漁
高
昨

年

七

千
石
目
少
し
余
と
云
'
当
嶋
の

図
へ
別
に
有
故
に
略
す
'
五
月
七
日
､
当
所
出
帆
'
ベ
ト
カ
灘
に
て
夜
懸
り
､
同

八
日

へ
ヒ
ヤ
ウ
シ
キ
沖
に
漂
泊
'
九
日
､
右
沖
に
て
碇
を
懸
損
し

一
挺
夫
ふ
'
十

日
'
右
沖
合
漂
泊
'
十

一
日
エ
ト
ロ
フ
沖
に
漂
泊
'
十
二
日
'
シ
ャ
ナ
近
辺

へ
莱

込
'
暮
二
及
'
辰
巳
の
風
烈
敷
'
旦
七

ッ
半
頃
よ
り
霧
深
-
､
神
懸
り
致
居
候
処
､

此
風
吹
出
し
帆
下
ケ
切
に
致
'
ク
ナ
シ
リ
の
方

へ
走
-
た
り
へ
又
山

へ
突
当
ら
ん

一弘
前
本
､
｢JワLEthF･
二
･か･ヱ有
之

也
､
ノ
ノ
しま
て
を
欠
′1)

事
を
恐
れ
引

返

し

'

沖

合

何

方

と

申

難

弁

故

'

人
々
も
心
道
の
体
に
て
有
之
也
､

(北
一フ
ニ

ノ
ツ
サ

､
崎
よ
り
下
ク
ナ
シ
リ
'
又
は
此
辺

へ
下
る
に
'
舟
懸
り
す

へ
き
澗
な
し
'

故
水
主

･
梶
取
も
心
を
遣
ふ
事
也
'
殊
に
何
方
も
岩
石
の
ミ
に
て
難
近
付
へ
翌
十

三
日
､
シ
ャ
ナ
江
大
津
'
何
れ
登
り
下
り
'
舟
行
の
時
節
あ
り
へ
節
を
不
実
時
は

先
は
心
連
な
か
る
へ
し
'

二
T
E
ー
右
沖
JcL崎
二
の
L
部
rl頭註
一

｢
エ

ト

ロ

フ

嶋

'

タ

ン

ネ

モ
イ

江

五

里
｣

エ
ト
ロ
7
､
シ
ャ
ナ
'
大
会
所
也
'
話
合
御
役
人
菊
池
宗
内

･
井
上
喜
左
衛
門

･
関

谷
茂
八
郎
､
其
外
同
心
十
四

･
五
人
'
当
嶋

へ
着
せ
し
折
､
海
岸
通
り
L
に
'
岸

通
多
分
唐
松
に
て
'
地
方
の
風
と
ハ
大
に
別
也
'
五
月
七
日
､
土
葬
の
穴
を
穿
り

し
処
'

一
尺
七

･
八
寸
ま
て
堅
氷
に
て
難
穿
か
り
L
と
､
右
穴
を
穿
し
者
と
も
請

也
'
左
も
可
有
'
当
十
五
日
'
懸
庇
の
柱
穴
を
は
ら
せ
L
に
二
尺
計
下
'
四

･
五

(文

化
二
年
)

寸
の
堅
氷
と
見
し
也
'
鶏
は
昨

年

'

大
体
寒
死
せ
L
と
て
な
か
り
け
る
'
当
年
は

火
の
上
に
塀
を
帯
'
死
ぬ
様
に
と
外
場
所
井
会
所
こ
て
専
ら
用
意
せ
り
'
犬
は
雪

の
降
敷
程
は
何
所
に
て
も
健
な
る
も
の
也
'
然
る
に
海
の
氷
初
に
至
､
櫨
辺
に
よ

り
邪
魔
に
な
り
し
に
よ
り
火
の
用
心
も
不
宜
'
外

へ
出
し
置
た
る
か
'
板
敦
の
下

よ
り
廻
り
'
櫨
辺
に
よ
り
頓
て
板
を
喰
切
た
り
'
重
て
桐
敷
厚
板
に
て
新
-
帯
た

る
を
'
又
両

･
三
度
の
間
に
終
喰
破
れ
り
'
何
れ
も
此
犬
と
も
に
困
た
る
と
て
'

四
疋
の
内
'
丈
夫
な
る
赤
犬
を
畠
山
万
苦
郎
打
殺
せ
し
な
り
'
寒
気
､
是
を
以
て

推
計
る
へ
し
､
五
月
廿
三
日
の
晩
寒
か
り
L
に
'
水
屋
に
置
た
る
水
桶
上
ケ
氷
有
'

同
月
廿
八
日
'
縁
外
な
れ
と
も
手
水
鉢
の
上
に
氷
有
'
六
月
廿
六
日
へ
未
申
の
風

烈
-
霞
降
車
甚
L
t
六
月
中
､
綿
入
弐
ツ
､
簾
半
二
胴
服
位
終
離
し
た
る
事
な
し
'

旦
櫨
辺
を
不
去
'
郷
夫
共
等
'
朝
起
之
時
'
帯
を
解
'
火
に
当
る
は
何
れ
も
覚
あ

る
也
､
七
月
初
方
よ
り
十
七

･
八
日
之
頃
ま
て
'
単
物
着
た
る
日
'
昼
夜
と
も

六

･
七
日
あ
り
'
其
外
昼
の
内
'
鳥
渡
の
間
な
れ
と
も
単
物
着
用
の
日
'
四

･
五

日
､
菟
角
寒
暑
共
'
節
を
送
る
と
知
る
へ
し
'
七
月
廿
七

･
八
日
頃
よ
り
夜
中
寒

か
り
L
に
'
薪
山
の
小
屋
に
て
水
桶
上
ケ
氷
り
の
話
あ
り
'
八
月
十
三
日
'
薪
山

見
分
に
参
候
処
'
川
の
水
際
'
薄
氷
有
し
也
､
其
後
､
推
て
知
る
へ
し
'
乍
去
六

(北
1等
の
こ

月
中

の

思

ひ
に
て
ハ
八
月
中
頃
に
も
至
り
な
ハ
雪
降
敷

へ
し
と
思
ひ
し
に
'
五

･

六
月
の
気
候
に
は
釣
合
ぬ
暖
な
る
事
也
､

且
寒
暖
至
て
不
定
な
り
'
五

･
七
日
'

t北
丁戎
ノ｣入
る
)

大
に
暖
に
'
五

･
七
日
へ
大
に
寒
-
､

一
体
の
大
都
も
あ
れ
と
も

〓
疋
に
不
可
驚
'

一弘
･北
r木
､
水
鉢
二

閏
八
月
廿
七
日
'
水
桶
の
上
氷
あ
り
'
九
月
四
日

､

水

鉢

､

堅

氷
と
な
り
難
用
か

り
L
t
九
月
廿
六
日
の
夜
'
大
に
降
た
る
雪
'
根
雪
と
な
る
､
是
ま
て
三

･
四
痩

も
降
た
れ
と
も

一
両
日
'
又
両

二
二
日
に
て
消
る
'
十
二
月
十
日
'
十

一
日
よ
り

大
寒
肌
を
刺
幸
甚
L
t
同
十
四
日
'
朝
'
海
を
望
み
L
に
'
始
て
堅
氷
と
な
り
'

(監
)

此
両

･
三
日
巳
前
よ
り
降
雪
'
水
に
不
化
'
大
海

一
円
を
ぼ

ろ

豆
腐
の
如
し
へ
是

一
旦
'
夕
の
寒
気
に
て
其
侃
閉
堅
ま
る
故
'
大
浪
の
滝
'
如
山
'
又
如
沢
'
是

へ

追
々
雪
吹
溜
る
に
よ
り
'
海
中
所
々
に
大
山
を
な
し
'
海
岸
の
山
と
見
違
'
日
和

よ
き
日
に
是
を
望
め
ハ
大
二
評
論
す
る
事
あ
り
'
寅
三
月
四
日
'
海
水
'
岸
明
き
'

二rマ)

同
十
日
､
東
風
に
て
海

水

砕
け
動
-
'
多
分
沖

へ
流
去
'
水

･
天
共
に
蒼
々
'

大
に
春
め
き
た
り
､
同
十
二
日
'
西
風
強
L
t
大
水
寄
来
る
'
同
十
四
日
'
雨
'
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(#

)

旦
東
風
'
氷
'
悉
-
去
'
今
日
昼
八
ッ
半
時
頃
'
地
震
'
同
廿
日
へ
初
て
｢

を

見

(#
)

る
'
相
評
処
'
当
月
十
五
日
こ

｢

を

見
た
る
者
'

一
番
早
し
､
犬
は
斯
命
を
不
情

(マ
マ[

火

論

り
す
れ
と
も
'
猫
弐
疋
飼
置
L
に
甚
健
な
-
'
此
猫
を
置
に
渋
紙
に
て
小

帳
を
挿
'
共
内

へ
糞
所
を
置
'
火
鉢
を
昼
夜
不
離
'
悉
-
火
の
加
減
を
試
ミ
置
故
'

其
暖
な
る
事
'
地
方
に
居
る
よ
り
よ
か
る

へ
し
'
是
に
依
て
斯
健
也
'
随
て
寒
気

さ
へ
能
防
な
ば
'
必
地
方
に
替
な
し
'
其
上
に
損
し
な
ハ
自
然
の
命
数
な
る
へ
L
t

土
地
の
罪
に
は
あ
ら
す
'
郷
夫
と
も
等
の
内
'
自
分
身
薄
き
も
の
ハ
縞
に
犬
を
懐

き
臥
な
り
'
如
此
ハ
丈
夫
な
り
と
い
へ
と
も
'
春
に
至
て
煩
ふ
な
り
'

(文
化
三
年
)

当

寅

年

'

登
の
節
見
L
に
'
日
光
の
三
社
を
安
置
せ
し
御
堂
ハ
大
荘
也
'
額
は
金

二,｢I

に
て
大
文
字
に
恵
登
呂
府
嶋

懸

鎮
守
三
社
大
権
硯
'
藤
本
氏
の
書
也
'
去
年
八

月
九
日
'
夜
宮
'
翌
日
'
神
楽
､
御
役
人
方
不
残
被
相
揃
'
仮
屋
を
建
'
諸
工
人
'

其
外
御
雇
之
者
と
も
迄
悉
-
出
'
御
両
家
話
合
役
人
井
足
軽
共
被
召
招
､
拝
礼
相

･で.Ir)T.)

終
て
'
会
所
詰
諸
工
人
体
の
軽
き
者
共
色
々
御
仕
入
の
衣
類
等
に
て
柴

居

又
は
相

撲
あ
り
'
御
役
人
も
自
身
女
舞
方
等
'
雑
技
等
有
之
'
色
々
有
'
当
春
も
祭
る
又

如
斯
'

夷
人
'
独
立
し
働
者
'
男
女
共
に
て
七
百
三
十
人
と
惣
内
殿
哨
合
な
り
'
其
外
幼

老
の
者
と
も
数
'
推
て
可
知
な
り
'
土
地
に
対
し
て
ハ
無
人
嶋
也
と
い
ふ
'
当
嶋

の
内
'
西
側
中
頃
に
の
ミ
住
居
す
る
也
'
当
地
'
夷
村
の
根
元
ハ
シ
ヘ
ト
ロ
也
'

夫
よ
り
勝
手
二
寄
'
少
々
ツ
,
脇
所

へ
住
居
す
る
也
と
ミ
ゆ
る
'
草
木
さ
へ
難
生
'

人
類
は
難
生
'
生
れ
た
り
と
も
難
成
長
所
な
る
へ
L
t
地
夷
広
き
間
に
療
病
等
絶

て
見
た
る
事
な
し
へ
然
る
に
斯
少
人
数
の
内
'
青
虫

･
療
病

･
ち
ん
は
引
等
の
片

輪
も
の
甚
多
L
t
旦
男
女
と
も
見
に
-
L
t
地
方
夷
村
二
葉
は
ム
ン
シ
ロ
'
稗
ハ

ヒ
ワ

,
と
走
た
る
名
も
あ
れ
と
も
'
古
よ
り
出
作
も
仕
来
る
と
見

へ
た
り
'
然
る

に
当
嶋
の
夷
人
'
其
名
さ
へ
不
知
'
女
は
徒
と
申
事
も
不
知
'
日
外
地
夷
の
織
し

ア
ツ
シ
を
彼
等
に
見
せ
た
り
し
に
'
是
は
如
何
な
る
処
に
て
括
る
も
の
そ
と
間
L

に
'
是
は
地
方
の
女
夷
と
も
の
織
た
る
と
申
開
せ
け
れ
ハ
'
彼
女
夷
と
も
是
ハ

′-1と
乍
去
我
等
小
出
龍
組
さ
へ
皆
々
出
来
ぬ
事
也
'
是
を
組
た
る
め
の
子
共
も

一弘
･北
｢悉
く
J入
る
)

又
神
の
類
な
り
と
大
に
感
し
け
る
'
此
島
の
夷

共

､

犬

の

皮

の
ミ
を
著
す
'
其
縫

様
は
鯨
の
青
筋
糸
に
て
と
ち
た
る
な
り
'
扱
食
物
は
勿
論
之
儀
'
八
月
頃
よ
り

雪

･
霜
降
迄
之
間
'
犬
を
第

1
の
食
と
す
'
故
に
牝
犬
を
愛
し
'
子
多
く
生
む
を

選
む
'
家
内
少
之
も
の
ハ
雪
消
に
至
へ
牝
狗
壱
疋
残
す
も
あ
り
'
又
身
上
宜
も
の

弐
疋

･
三
疋
を
残
す
も
あ
り
'
牡
犬
は
弐

二
二
軒
'
又
四

･
五
軒
も
組
合
'
廻
り

-

に
壱
疋
ツ
･
建
置
も
あ
り
'
父
犬
と
す
'
犬
を
境
は
食
の
乏
の
ミ
に
あ
ら
す
'

此
肉
を
喰
ハ
能
寒
気
を
避
-
と
云
'
八

･
九
月
に
至
り
'
冬
住
居
の
家
を
別
に
手

入
す
､
風
の
強
き
を
恐
れ
､
悉
-
の
き
な
し
'
壁
よ
り
棟

へ
直
に
茸
綴
る
也
'
其

上
四
方
よ
り
壁
土
掻
寄
'
穴
居
の
体
に
住
居
す
る
也
'
公
儀
会
所
も
四
方
に
高
士

堤
築
立
'
正
面
の
大
門
ハ
秋
末
に
至
閉
切
､
右
土
居
の
内
に
水
門
の
如
-
挿
た
る

穴
門
弐
ヶ
所
あ
り
'
是
よ
り
往
来
す
'
此
外
'
当
嶋
之
内
漁
高
役
所
弐
十
壱
ヶ
所

あ
り
'
雀
な
し
'
烏
あ
れ
と
も
其
声
猿
に
似
て
太
-
'
烏
と
ハ
必
不
可
聞
'
蔓
物

一
切
な
し
､
地
に
伏
虫

一
切
な
し
'
白
鳥
あ
り
'
木
は
唐
松
'
其
外
は
ん
の
木

･

柳
'
雑
木
の
ミ
に
て
屋
木
に
可
用
木
な
し
'

言
'
多
分
赤
夷
の
言
を
交
､
遣
ふ
'
地
夷
は
茶
腕
の
類
を
石
碗
と
見
込
て
シ
ュ
マ

イ
タ
ン
ケ
と
云
､
シ

ュ
マ
は
石
也
'
イ
タ
ン
ケ
と
は
椀
の
事
也
'
此
嶋
の
夷
人
'

是
を
ケ
マ
リ
ア
ン
と
云
､
地
夷
'
水
を
ワ
ッ
カ
と
云
'
彼
夷
'
是
を

ヘ
イ
ル
と
云
'

(弘

･北
r他
)
)
(弘
･北
r可
扶､1一

石
を
ホ
イ
ナ
と
云
'
水

･
火

･
木

･
石
の
惣
名
さ
へ
斯
違
ふ
'

其

地

推

て

可

考

'

ウ
セ
シ
リ
と
云
鳥
あ
り
､
形
鴨
位
に
て
悉
-
足
赤
-
'
背
如
鴨
'
背
は
甚
赤
L
t
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頭
に
立
羽
あ
り
'
此
鳥
の
背
井
足
'
朱
色
な
る
を
以
て
'
去
年
来
り
し
異
国
人
共
'

是
を
上
着
に
致
､
風
柳
の
皮
衣
江
綴
付
､
模
様
を
取
た
る
也
､

エ
ト
ロ
フ
よ
り
東
南
の
角
に
当
り
'
シ
コ
タ
ン
嶋
'
当
嶋
の
ヲ
ロ
シ
ャ
の
方

へ
海

路
'
場
株
'
エ
ト
ロ
フ
よ
り
ウ
ル
ツ
プ
'
ヤ
ン
ケ
チ
リ
ホ
ィ
､
レ
フ
ン
チ
リ
ホ
ィ
1

マ
カ
ン
ル

､
'
シ
ム
シ
リ
'
ケ
ト
イ
'
ウ
セ
シ
リ
'
ラ
ソ
ワ
'
是
ま
て
ハ
異
国
人

と
も
拙
合
に
て
能
承
り
た
り
'
エ
ト
ロ
フ
よ
り
弐
十
三
嶋
目
は
ヲ
ロ
シ
ャ
の
地
方

也
と
ケ
ツ
ヒ
ヤ
申
た
る
を
'
夫
ハ
覚
達
也
'
弐
十

一
嶋
目
は
地
方
也
と
シ
レ
イ
タ

申
け
れ
ハ
'
其
論
不
詳
'
然
共
シ
レ
イ
タ
申
分
な
れ
ハ
何
そ
の
二
嶋
ハ
何
嶋
-

江

二
∴
ュ

横

へ
並
た
る
故
'
舟
路
の
嶋
数
'
備
と
ハ
難
申
と
云
'

シ
ヘ
ト
ロ
の
ハ
シ
ト
'
ア
ツ
ケ
シ
の
高
六
'
右
弐
人
頭
立
'
夷
人
'
外
二
九
人
'

(享和
二年
)

都
合
十

一
人
'
成

年
出

立
'
シ
ム
シ
リ
辺

江

に

て
も
行
た
る
哉
'
ホ
今
不
帰
'
御

役
人
の
御
差
図
二
哉
も
と
覚
候
と
'
此
辺
の
夷
人
と
も
密
に
物
語
れ
り
'

話
合
八
王
子
同
心
中
井
其
外
話
合
'
両
三
年
に
も
至
る
御
雇
の
者
と
も
こ
て
も
'

二
∴
ュ

大
低
'
女
夷
を
側
使
と
す
'
此
女
夷
と
も
'
当
年
在
住
の
児
玉
嘉
内
の
妻
か
柿
に

(肪
山
)

て
'
髪
は
悉
-
か

つ

山
に
結
上
げ
'
旦
御
仕
入
の
女
衣
裳
'
華
美
な
る
を
着
L
t

後
姿
は
誠
に
略
女
と
も
見
付
ぬ
程
の
有
様
也
'
然
る
に
顔
を
見
れ
は
突
あ
ざ
甚
敷
､

前
後
不
都
合
'
化
物
の
如
し
'
初
年
よ
り
当
年
ま
て
'
右
体
の
女
共
こ
て
出
生
の

子
'
拾
壱
人
と
云
り
'
存
生
せ
る
ハ
今
時
七
人
な
り
と
い
へ
り
'

一
'
里
々
之
里
'
リ

､
は
高
L
と
い
ふ
事
'
シ
リ
は
嶋
也
'
高
嶋
と
云
事
'

(弘
前
本
｢礼
不
牟之
里

｣か
ら
｢先
年
ま
で｣
の
記
述
を
欠
く
)

二

礼

不

牟

之

里

'

レ

フ

ン

は

沖

と

云

'

沖
嶋
也
'
此
両
島
に
て
先
年
ま
て
夷
人
≡

百
余
人
あ
り
し
か
'
近
年
病
癖
被
行
て
皆
死
果
て
'
今
両
嶋
に
て
百
四
十
人
計
夷

人
あ
る
と
い
へ
り
'
其
痘
痕
も
ヲ
ロ
シ
ャ
船
よ
り
移
り
た
り
と
い
ふ
'

衛
刀
魯
府
志

衛
刀
魯
府
篤
は
吾
朝
よ
り
丑
寅
に
当
り
､
松
前
を
過
き
久
奈
之
里
を
越
て
三
鳥
目

也
'
吾
藩
三
厩
浦
よ
り
海
上
三
百
里
余
'
隆
行
ハ
松
前
福
嵩
よ
り
東
奥
地
刊

F
.叫

領
ノ
ツ
ケ
ま
て
陸
行
し
､
此
所
よ
り
船
に
乗
'
久
奈
之
里

へ
渡
り
'
夫
よ
り
図
合

(弘
･北
｢迄
も
一
)

船
と
云
小
船
に
乗
り
'
日
和
を
見
て
舟
を
掻
出
し
'
風
順
よ
け
れ
ハ
黄

昏

ま

て

舟

を
走
ら
し
め
'
風
な
け
れ
ハ
水
主
を
し
て
掻
送
る
'
幸
に
番
屋
あ
れ
ハ
是
に
止
宿

L
t
な
け
れ
ハ
岸
に
船
を
繋
き
野
宿
L
t
或
は
船
中
に
臥
す
'
日
和
悪
け
れ
ハ
幾

日
も
逗
留
L
t
風
波
順
な
る
を
待
て
'
又
然
す
'
斯
す
る
事
数
日
に
し
て
'
九
泉

(弘
｢7
ト
7
ヤ
｣)

_

(北

･)

劃

東
の

は
つ

れ
ア
ト
エ
ヤ
に
至
る
'
是
よ
り
衛
刀
魯
府
タ
ン
子
モ
イ
と
て
'
同

島
坤
の
は
し
な
る
所

へ
渡
る
'
海
上
'
僅
に
七

･
人
里
な
り
と
い
へ
と
も
'
此
間

(弘
･北
｢日
和
｣)

に
七
筋
の
汐
路
あ
っ
て
大
難
所
と
す
'
故
に
能

日

を

待

ち
'
至
極
の
順
風
を
得
て

舟
を
出
す
'
此
両
嶋
の
間
'
未
申
に
当
て
‥到

蔦
ミ
ゆ
る
'
鯨
'
甚
多
L
t

(孤

)

(弘
･
北

)

刀
.列
外

よ
り
此
タ
ン
子
モ
イ
ま
て
七
十
里
計
'
松
前
福
嵩
よ
り

ノ

ツ
ケ

ま

て
陸
弐
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百
里
程
'
海
陸
弐
百
七
十
里
計
に
し
て
エ
ト
ロ
フ
嶋
タ
ン
子
モ
イ
に
至
る
'
ク
ナ

(弘
丁風
順
｣)

引
引
蔦
は
陸
に
道
な
し
'
故
に
小
舟
を
以
て
掻
送
る
'
此
日
数

'

順

風

に
よ
る
事

な
れ
ハ
'
予
め
定
め
か
た
し
'
其
間
'
千
辛
万
苦
し
て
エ
ト
ロ
フ
に
至
る
'
鴬
の

形
ち
'
未
申
よ
り
丑
寅

へ
長
-
'
東
西
は
狭
L
t
周
廻
五
百
里
計
に
し
て
'
本
邦

(弘
前
本
､こ
の
部
分
'
割
注
)

四
国
に
勝
れ
り
と
也
'
是
'

菊

池

宗

内

か

説

也
'
予
'
残
ら
す
巡
見
せ
す
と
云

へ

と
も
'
彼
蔦
に
三
ヶ
年
の
歳
霜
を
送
り
'
暫
-
蝦
夷
と
雑
居
し
て
其
説
を
聞
て
是

(弘
｢計
か
｣)

を
考
ふ
に
'
然
ら
す
'
漸
々
三
百
里
か
と
見
ゆ
'
其
国

一
つ
の
峻
山
'
海
中
よ
り

湧
出
た
る
如
-
'
海
岸
絶
壁
実
々
と
峠
ち
'
展
風
を
立
た
る
か
如
-
'
其
下
汀
渚

な
-
'
往
来
す

へ
か
ら
す
'
吾
藩
龍
浜
岬
を
兄
か
如
し
'
尤
'
川
々
の
海

へ
帰
す

る
処
'
少
し
平
か
に
し
て
家
す

へ
き
処
あ
り
'
因
て
必
す
河
に
添
て
夷
家
を
建
る



と
云

へ
と
も
'

一
･
二
丁
と
も
家
居
す

へ
き
平
陸
は
稀
也
'
所
々
操
布
あ
り
'
其

水
､
直
に
海
中

へ
落
る
処
数

ヶ
所
也
'
是
を
以
て
其
峻
岨
を
計
る

へ
し
'
本
邦
'

木
曽

･
紀
州
の
熊
野
浦
'
其
外
国
々
高
名
の
峻
岨
有
と
云

へ
と
も
'
全
-
同
日
の

論
に
あ
ら
す
'
彼
鴬
に
比
す
れ
ハ
只
平
地
な
る
の
ミ
､
故
こ
隣
郷

へ
行
に
も
必
す

舟
に
て
用
弁
す
'
適
'
夷
の
往
来
せ
し
路
あ
れ
と
も
'
倭
人
は
目
旺
き
'
足
震
ひ
'

歩
を
進
る
事
不
能
､
実
に
狐
兎
の
道
也
､
其
国
'
本
朝
開
聞
よ
り
遥
に
後
れ
た
り

泉

1､
卑
下
陰
湿
の
地
の
ミ
土
と
な
り
'
高
陽
の
地
は
砂
也
'
故
に
高
山
の
頂

(弘
･北
｢生
せ
す
｣)

(腹
)

上
に
ハ
草
木
生
す
る
事
な
-
'
山
の
半
覆
よ
り
麓
'
草
木
生
す
'
浅
間
ケ
森
の
如

-
煙
絶
せ
ぬ
峯
も
有
て
'
其
山
水
の
景
色
'
唐
画
'
或
ハ
蔦
絵
等
の
趣
に
し
て
甚

た
愛
す

へ
し
'
東
通
り
海
岸
'
絶
壁
に
し
て
家
居
す

へ
か
ら
す
連
'
百
余
里
の
海

(弘
｢-
シ
ル
｣)

辺
に
た

,
ト
シ
ル

,
と
い
ふ
場
所
'
倭
に
夷
家
五
軒
計
有
と
そ
'
西
通
り
海
辺
'

(弘
･｢三
百
人
｣)

夷
村
弐
十
ヶ
所
余
あ
り
'
夷
口
男
女
千
三
百
人
程
有
と
云

へ
り
'
宝
暦

･
明
和
の

頃
ま
て
ハ
'
人
'
此
蔦
あ
る
事
を
し
ら
す
'
天
明
の
頃
に
至
て
松
前
侯
の
城
下
な

(赴
)

る
阿
部
や
何
某
と
云
も
の
'
蝦
夷
か
嶋
を
運
上
し
て
追
々
奥
地

へ
趣

き

し
か
'
列

刃
引
引

へ
渡
り
'
此
蔦
を
見
出
し
'
終
に
通
船
し
て
交
易
を
な
し
た
り
し
と
そ
'

其
頃
ま
て
ク
ナ
シ
リ

･
エ
ト

ロ
フ
の
両
蔦

へ
ハ
亜
魯
斉
亜
よ
り
酒

･
煙
草

･
庖

丁

･
錯

･
鋪

･
玉
等
を
持
渡
り
交
易
せ
L
に
'
彼
阿
部
屋
か
通
船
せ
し
ょ
り
列
叫

(北

)

叫
刊
よ
り
通
船
も
速
さ
か
り
L
と
也
､
地
球
全
図
に
此
二
鳥
'
ヲ
ロ
シ
ャ
の
属
嶋

二
色
分
せ
る
な
れ
ハ
久
敷
彼
国
よ
り
交
易
せ
し
辛
と
見
ゆ
'
然
る
に
寛
政
年
中

公
儀
よ
り
蝦
夷
地
を
伐
開
-

へ
き
旨
を
命
せ
ら
れ
,
近
藤
再

蔵

詣

順
走
,
列
.引
(赴)

封

の
夷
市
助

･
三
助
等
と
云
も
の
を
案
内
者
と
し
通
辞
せ
し
め
'
彼
蔦
へ

趣

き

'

(弘
･北
｢説
し
か
｣)

交
易
の
事
を
初
め
'
年
々
に
恩
を
施
し
'
本
邦
の
属
蔦
と
な
る

へ
さ
を
説
せ
し
か

と
も
､
酋
長
の
者
'
許
容
せ
さ
る
も
の
有
て
年
を
経
ぬ
'
其
間
年
々
利
を
与

へ
て

漸
に
帰
伏
L
t
文
化
元
年
'
初
て

公
儀
よ
り
宮
人
を
居

へ
'
又
津
軽

･
南
部
の

両
諸
侯
よ
り
も
兵
卒
を
備

へ
玉
ふ
'
麦
二
於
て
此
鳥
の
夷
'
月
代
を
剃
り
'
髪
を

結
ひ
'
和
人
の
風
俗
と
な
-
､
三
助

･
権
助
と
名
を
称
す
と
云

へ
と
も
'
尚
豪
傑

の
酋
長
'
此
事
に
従
ハ
す
断
髪

･
文
身
'
古
の
如
-
な
る
も
の
十
人
余
あ
り
'
女

"
ノ
の
中
よ
り
地
役

･
番
人
等
の
妻
妾
と
な
さ
し
め
'
髪
を
結
ひ
'
櫛
を
さ
し
'

衣
裳
を
着
､
帯
を
す
る
も
の
､
六

･
七
人
な
-
､
男
崇

カ
イ
の
中
'
倭
言
責

ム
｡
ト

(北
rメ
ノ
コ｣と
ル
ビ
)

す
る
も
の
稀
に
あ
れ
と
も
'
女
は
恥
て
倭
言
せ
す
'
や
は
り
元
の
如
-
夷
言
な
-
'

其
容
姿
t
は
と
ん
と
倭
風
に
し
て
麗
し
き
女
も
あ
れ
と
も
'
前
に
向
て
是
を
見
れ

ハ
'
顔
と
腕
と
に
鞍
し
て
鬼
女
に
類
せ
り
'
男
も
月
代
を
と
り
し
際
は
能
男
と
見

へ
し
も
'
月
代
生

へ
'
髭
延
し
節
ハ
顔
の
中
毛
計
に
て
眼
光
り
て
夜
叉
と
も
い
ふ

へ
し
'
霊
に
児
童
の
玩
ふ
赤
本
と
や
ら
ん
に
有
'
為
朝
'
鬼

ケ
鴬

へ
渡
り
し
図
を

見
に
異
ら
す
'
可
笑
事
也
'
然
共
教
化
行

ハ
れ
ハ
年
を
経
て
必
良
民
と
な
ら
ん
'

夷
は
禽
獣
に
し
て
人
間
に
あ
ら
す
と
思
る
人
間
々
あ
り
'
我
思
ふ
に
然
ら
す
と
'

往
古
'
草
昧
屯
蒙
の
時
'
倭
漢
と
も
に
此
蝦
夷
に
異
る
事
な
か
り
L
を
'
後
世
'

聖
人
出
給
ひ
'
人
道
を
敦

へ
'
代
々
を
経
て
漸
-
此
良
民
と
な
る
事
を
得
た
り
'

故
に
末
の
ヶ
条
に
倭
漠
の
事
実
を
記
す
'
是
全
-
君
子
の
為
に
あ
ら
す
'
子
孫
の

愚
を
諭
さ
ん
為
な
れ
ハ
'

見
ん
人
'
是
を
赦
し
給

へ
か
し
'

(l寛
政
年
中
(略
二
の上
部
に
頭注
)

｢蝦
夷
地
伐
開
ノ
コ
ト
ヲ

江
都
ヨ
リ

叡聞
二

達
シ

玉
ヒ

シ
時
'勅
詔

二

日
ク
'

(弘
･

北｢シ｣)

吾

朝

ハ
古
ヨ
リ
東
北
ヲ
鬼
門
卜
号

シ

閉塞ク
ヲ
要

トス
'

仮
ニモ
ヒ
ラ

ク
ト
云

コ
ト
ヲ
イ
ム
故
二
'
京
都
二
比
叡
山
ア
リ
'
関
東
二
束
叡
山
ア
リ
'
日
光
山
ア
リ
'

其
外
国
々
東
北
二
神
社
仏
閣
ヲ
建
テ

､
'
鬼
門
ヲ
鎮
護
ノ
コ
ト
ヲ
修
セ
シ
ム
ル

コ
ト
ナ
レ
バ
'
此
度
鬼
門
ヲ
開
ク
コ
ト
深
ク
沙
汰
ヲ
加

フ
ヘ
キ
ト
ノ
コ
ト
也
シ

ト
ソ
'
幽
深
ノ
旨
ア
ル
詔
カ
ト
思
ヒ
待
リ
ヌ
｣



{弘
･
北
i
qt此
｣
-

蝦
夷
謂

ノ
'
髪
を
努
'

髪

を

剃

ら
す
'
毛
'
甚
厚
-
し
て
眉
毛
連
-

一
文
字
也
'

常
に
禽
獣

･
魚
髄
の
肉
を
食
ひ
'
皮
を
服
と
し
'
雨
雪
の
烈
き
あ
れ
共
'
筆
笠
の
傍

へ
な
-
'
険
阻
陸
路
と
云

へ
と
も
徒
枕
に
し
て
行
-
'
其
性
勇
惇
'
欲
を
見
て
身
を

忘
れ
'
徳
報
ふ
事
な
-
'
仇
報
せ
さ
る
事
な
し
'
強
を
見
て
は
従
ひ
'
弱
を
見
て
侮

り
'
親
属
し
'
党
L
t
能
他
人
を
陥
る
'
貧
て
飽
事
を
し
ら
す
'
是
に
与
れ
ハ
従
ひ
'

黙
ら
さ
れ
ハ
叛
-
'
撃
レ
之
山

へ
入
'
過
は
又
出

ツ
'
耕
転
の
業
な
-
'
山

へ
入
て

獣
を
狩
り
'
海

へ
入
て
魚
を
漁
-
'
只
酒
色
'
是
を
楽
ミ
と
す
'
強
者
は
甚
弱
を
侮

-
'
少
し
の
過
あ
れ
ハ
是
を
責
め
'
其
財
宝
と
其
妻
妾
を
奪
ひ
'
己
れ
か
有
と
す
'

(
マ

マ
)

(弘
･北
一妻
妾
･財宝
亡

其
争
論
の
事
を
チ
ャ

ン

ラ

ゲ

と
云
'
其

妻

妾

を

奪

ふ
を

ツ
グ
ナ
イ
と
云
t.
是
に
よ
っ

て
其
強
暴
の
者
は
妻
妾
数
人
を
持
'
人
の
財
宝
を
奪
ひ
'
富
貴
な
-
と
騎
る
'
其
勝

ウタ
レ

れ
て
強
き
者
を
ヲ
ツ
ト
ナ
と
い
ふ
'
其
弱
き
者
を
下

人

と
し
'
是
を
役
使
す
'
山
港

共
に
境
界
あ
-
'
ヲ
ツ
ト
ナ
'
是
を
司
る
'
其
領
分
に
あ
ら
さ
れ
ハ
草
木
と
云
と
も

(弘
･北
rヲ
ト
ナし
}

張
に
是
を
伐
る
事
能

ハ
す
'
若
鯨
等
の
寄
た
る
を
見
当
れ
ハ
'
其
領
の

ヲ

ツ

ト

ナ

ヘ

(弘
･北
｢ヲ
ー
ナ｣
)

断
-
'

ヲ

ツ

ト

ナ

の
下
知
を
受
て
配
当
す
'
法
令
甚
厳
重
に
し
て
少
し
も
法
を
犯
す

一
マ
マ
)

(弘
｢グ
ナ
イ｣
一

者
あ
れ
ハ
'
チ
ャ

ン

ラ

ゲ

を
入
て
ツ

グ

ナ

イ

を
取
る
な
-
'

_
1

rJJ

(弘
｢武
内｣
)

景

行
記

日

'

景

行

帝

二

十

七

年

'
武

田

宿

称
'
自
二
東
国
J還
之
'

奏
シ
テ
言
ク
'
有
二
旦
高
見
国

,'
其
男
女
推
レ
髪
'
文
レ
身
'
為
リ
レ
人
勇
惇
'
是
惣
テ

ヒ

ロシ
(弘
｢唖
之
畢
可
取｣
)

日
蝦
夷
'
又
土
地
決
壊
而

瞭

'

撃

テ
レ
之

可

レ

取
云
々
'

又
日
'
帝
四
十
年
'
東
夷
大
叛
'
辺
境
騒
動
ス
'
秋
七
月
'
天
皇
持
二
斧
鋲

一'
以
詔

ヒー
ナゝ
リ
7
ラク

シ
テ
二
日
本
武
尊

J日
'
朕
聞
其
東
夷
也
'
識
性
強
暴
､
凌
犯
為
レ
宗
ト
'
村
之
無
レ

長
'

邑
之
勿
レ
首
'
各
会
二
封
界
Jt
並
相
盗
略
ス
'
又
山
有
二
邪
神

∴

郊
有
二
好
鬼

Jt
遭

(弘
｢塞
レ径
｣)

レ衝
塞

レ
往

'

各
令
レ
苦
レ
人
'
其
東
夷
之
中
チ
蝦
夷
是
最
強
葛
'
男
女
交
屠
'
父
子
無

レ
別
'
冬
則
宿
し
穴
'
夏
住
=
楳
'
衣
レ
毛
'
飲
レ
血
'
昆
弟
相
疑
'
登
｡
=
山
如
二
飛
禽

∴

行
レ
草
如
二
走
獣

∴

承
ン
恩
則
忘
'
見
レ

怨
必
報
'
是
以
箭
ヲ
蔵
二
頭
軍

刀
ヲ
侃
二
表

中

'
或
栄
二
党
類
読
犯
二
辺
境

∴

或
伺
二
農
桑

元
略
二
人
畢

'
撃
別
隠
し
草
'
追
別

人
レ

山
'
往
古
以
来
末
ン
染
二
王
化

二
石
々
'
ツ
ク
ナ
イ
ノ
コ
ト
往
古
ノ
遺
風
ナ
ラ
ン
'

i軽
)

エ
ク
ラ
ノ
LT土
･L
TT

日
本
記

日
'
然
後
諸
神
帰
二
罪
素
養
鳴
尊

一,t'
科

ス
川｡
之
以
二
千
坐
置
戸

l'
遂

て
シ
ノ
･:
タ
ん

(帆
)
.-

促
徴
臭
云
々
'
又
日
'
抜
テ
二
其
手
足
之
瓜
L.l購
レ

之
云
々
'

女
夷
は
単
髪
'
男
子
よ
り
少
し
長
-
'
前
は
目
の
上
'
後
ろ
ハ
首
の
辺
に
て
き
-
'

L;}･;T'1
#

I

)

口
の
辺
-

と

脇

に

蘇
す
'
性
貞
節
な
れ
と
も
甚
た
荒
蛙
'
常
に
夫
に
能
-
事

へ
'
子

を
慈
愛
L
t
歎
難
に
堪

へ
'
物
を
忍
ふ
'
始
て
楯
を
約
す
る
の
時
'
妻
に
呉
よ
と
ハ

い
わ
す
'
能
我
を
養
ひ
-
れ
ん
や
と
言
入
る

､
に
'
父
母
其
婚
を
ゆ
る
す
時
は
言
処

の
如
-
娘
を
以
て
汝
を
養
ひ
-
れ
ん
と
約
を
婚
す
と
な
-
'
故
に
生
涯
の
間
､
夫
に

帯
を
さ
せ
さ
る
を
以
'
女
夷
の
美
挙
と
す
'
其
故
は
男
夷
は
常
に
帯
を
′
す
'
只
遊

楽
を
事
と
L
t
何
か
業
に
付
時
に
あ
ら
さ
れ
ハ
帯
を
せ
さ
れ
ハ
也
'
故
に
美
味
有
ハ
夫

に
与

へ
'
愚
昧
は
己
れ
食
す
､
濁
酒
を
醸
す
る
の
時
'
夫
其
醇
を
飲
'
妻
其
糟
粕
を

食
ふ
'
海

へ
入
て
魚
を
漁
-
'
山
に
入
て
木
を
樵
り
'
獣
皮
あ
れ
ハ
袋
と
し
夫
に
備

へ
'
其
悪
き
ハ
吾
服
と
す
'
子
幾
人
あ
り
て
も
女
夷
'
是
を
育
'
其
千
辛
万
苦
'
称

誉
す
る
に
経
た
-
'

嗣

家
を
譲
る
事
'
其
嫡
子
に
は
勿
論
'
先
に
生
す
る
子
ハ
成
人
に
随
ひ
楯
を
な
し
'
或

は
ほ
し
い
ま

･
に
別
宅
す
'
共
助
き
子
を
以
て
嗣
と
す
'
其
故
は
少
子
は
父
母
晩
午

の
後
ち
生
せ
し
故
'
久
敷
慈
愛
も
せ
す
'
又
其
子
幼
年
に
し
て
家
を
な
す
事
能
わ
さ

(弘
｢突具
｣
)

る
故
'
幼
子
に
其
貨
財
を
譲
と
云
事
也
と
そ
'
此
嶋
に
は
金

･
銀

･
珠
玉

･
宝

貝

･

珍
禽

･
霊
獣

･
寄
鳥

･
怪
石
の
類
出
る
事
な
く
'
唯
本
朝
と
引
.α
.叫
刊
よ
り
送
る
所

の
品
を
以
て
宝
と
す
る
の
ミ
'
後
代
二
教
化
行

ハ
れ
人
道
を
行
ふ
と
も
極
陰
強
寒
の

66



卑
土
な
れ
ハ
､
桑

･
麻

･
五
穀
の
播
茂
す

へ
き
国
に
も
あ
ら
す
'
今
見
る
処
の
も
の

l･J
･=T)t車
ニ

ハ
只
鮭

･
鱒
の
多
き
の
ミ
､
後
世
如
斯
此
二
品
乏
し

き

あ

ら
ハ
'
夷
人
'
山豆
酒
を

飲
ミ
'
煙
草
を
吸
ふ
事
を
得
ん
や
､
甚
た
貧
賎
の
国
と
い
ふ

へ
し
へ

国
号

此
駕
'
国
号
の
起
り
を
夷
人
に
尋
ぬ
る
に
'
語
り
け
る
や
ふ
ハ
'
往
古
開
聞
の
始
め
'

北
方
よ
り

一
人
の
神
来
り
玉
ひ
て
'
夷

へ
衣
食
居
の
事
を
教
玉
ひ
し
か
､
後
'
此
神
､

ア
リ
ム
イ
と
云
所
の
厳
に
上
り
'
何
を
感
し
玉
ひ
し
に
や
'
鼻
を
垂
れ
て
落
涙
数
行

1;し

)

也
し
か
終
に
北
を
さ
し
て
飛
去
玉
ひ
し
と
也
､

エ
ー
は
鼻
と
云
事
､
ロ
ブ
と
は
た
る

･
と
云
事
也
'
夷
'
其
神
の
徳
行
を
慕
ひ
'
其
鼻
垂
れ
玉
ひ
し
事
を
お
も
ひ
､
此
蔦
を

一Li･北
｢,l･[
ロ
｢
)二
しど
)

鼻
垂
嶋
と
号
し
と
そ
'
其
岩
は
千
畑
引

と
ヲ
サ
ウ
シ
と
の
間
な
る
岬
に
有
'
先
年
'

地
震
せ
し
時
欠
け
て
海

へ
落
人
'
今
は
其
欠
し
跡
計
り
残
れ
と
も
'
古
跡
也
と
て
秦

共
の
語
り
ぬ
､
尚
'
予
も
見
た
り
し
'

氷
海

氷
海
の
事
'
毎
年
､
松
前
地
方
千
旦
.d
領
よ
り
奥
'

工
.ド
.6
7
の
方

へ
氷
る
'
年
に

(;uい
r島
二

寄
り
'
ア
ツ
ケ
シ

辺

ま

て

氷
と
な
り
､
其
氷
'
年
の
寒
暖
に
寄
り
て
遅
速
も
あ
れ
と

も
､
眼
の
あ
た
り
予
か
見
し
有
様
ハ
十
二
月
中
旬
よ
り
海
水
氷
る
と
い
へ
と
も
敢
て

氷
に
も
あ
ら
す
'
陵
豆
腐
等
の
如
-
'
海
岸
弐

･
三
丁
'
或
は
拾
丁
程
も
沖
の
方

へ

張
出
し
､
今
宵
は
氷
海
と
な
る

へ
し
と
思
ふ
に
'
左
は
な
-
て
そ
の
夜
'
出
し
風
吹

は
沖

へ
吹
出
さ
れ
'
元
の
蒼
海
と
な
る
'
西
風
す
る
時
は
､
こ
の
氷
'
岸
に
よ
っ
て

氷
海
と
な
る
へ
氷
海

･
蒼
海
'
日
々
夜
々
に
か
わ
り
'
終
に
新
玉
の
春
と
な
り
'
正

r=.ゝ
･1)r望
れ
二

月
上
旬
'
寒
気
膚
を
刺
す
時
へ

一
時
に
氷
海
と
な
り
､
山
に
登
り
て
是
を
見
れ
と
も

其
限
り
兄

へ
す
'
只
水
晶
輪
の
世
界
を
生
し
た
る
か
如
し
'
始
め
施
豆
腐
の
如
な
る

と
き
は
自
ら
厚
薄
あ
り
'
是

へ
西
風
吹
付
れ
ハ
風
に
従
ひ
'
或
は
高
-
､
或
は
低
-
､

形
ち
連
山
の
如
し
'
此
上
寒
気
厳
し
け
れ
ハ
潮
其
薄
き
処
を
破
り
て
'
潮
'
氷
上

へ

上
り
'
是
又
氷
と
な
る
'
斯
す
る
事
数
十
度
に
及
ふ
時
'
其
形
勢
､
自
ら
高
山
の
如

-
な
る
も
の
生
す
'
此
氷
海

へ
雪
降
敷
ク
'
雪
な
-
し
て
氷
直
-
に
見
ゆ
る
処
は
､

其
清
潔
透
徴
な
る
事
'
云

へ
か
ら
す
'
天
気
晴
朗
の
日
を
待
て
是
を
見
る
に
､
其
眺

望
比
類
な
し
'
此
氷
海
､
三
月
下
旬
'
或
は
四
月
上
旬
'
漸
に
解
-
る
､
東
風
吹
来

り
'
天
気
暖
和
な
る
時
'
雲
に
分
れ
'
風
に
随
ひ
'
西

へ
流
れ
'
又
東

へ
行
'
西
風

す
れ
ハ
岸

へ
よ
り
､
氷
海
又
元
の
如
し
'
斯
す
る
事
数
度
に
し
て
'
終
に
蒼
海
と
な

る
'
此
時
始
て
鮮
魚
を
喰
ふ

へ
し
､
只
久
¶
封
項
と
土
上
皿
フ
の
間
'
氷
海
之
節
'

一
条
の
汐
路
'
川
の
如
し
'
あ
き
て
水
な
し
と
也
'
寒
気
の
事
は
例
年
九
月
中
旬
'

大
方
初
雪
降
り
'
其
後
'
日
々
に
寒
気
募
る
と
い
へ
と
も
十
二
月
中
ま
て
ハ
'
書
落

極
寒
に
比
す

へ
け
れ
ハ
死
に
至
る
と
云
程
二
は
あ
ら
す
'
先
ツ
は
凌
-

へ
し
'
正
月

に
入
'
日
々
寒
気
弥
増
し
'
酒

･
酸

･
醤
油

･
油
の
類
氷
り
'
升
に
て
計
る
事
あ
た

(弘
･北
r囲
哩
去
J
)

ハ
す
'
氷
を
解
し
て
後
'
計
る
事
也
'
犬
は
能
寒
気
に
困
ら
ぬ
獣
な
る
に

櫨

裏

に

人

へ

或
は
人
の
寝
入
た
る
懐

へ
入
､
是
を
打
と
も
退
す
､
死
と
も
其
座
を
去
す
'
鶏
'
僻

に
及
ふ
'
倭
人
争
か
死
を
免
る

､
事
を
得
ん
や
'
死
す
る
事
な
き
も
の
ハ
仝
-
身
体

剛
健
の
な
す
所
に
あ
ら
す
'
只
天
幸
な
る
の
ミ
'

裏

表
は
先
に
弁
す
'
此
蔦
'
松
前
の
如
-
.ア
ツ
と
い
ふ
木
の
皮
も
な
け
れ
ハ
'
紡
績

･

織
工
の
事
を
し
ら
す
う
只
犬

･
熊

･
水
豹
の
裳
を
着
る
'
阿
部
屋
な
る
も
の
運
上
せ

さ
る
以
前
は
､
め
の
子
は
鷲
'
或
は
打
か
ぺ
と

い
う
鳥
の
皮
を
剥
て
袋
と
L
t
又
港

藻
の
よ
り
た
る
を
集
め
綴
り
て
着
た
り
し
と
也
'
衣
の
製
'
ム
ヂ
リ
袖
に
し
て
'
裾
､

大
に
広
L
t
女
衣
は
前
を
縫
ふ
'
裾
よ
り
頭
を
入
'
着
と
云
､
幼
子

へ
乳
を
与
ふ
る
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セ
カ
チ

に
裾
よ
り
入
れ
て
'
又
裾
よ
り
出
す
と
そ
'
是
姪
奔
を
防
く
也
と
そ
'
男

児

'
十

三

･
四
位
ま
て
多
-
裸
也
'
十
三

･
四
歳
よ
り
犬
の
袋
を
着
る
'
女
は
小
児
と
云

へ

と
も
肌
を
露
す
事
を
恥
と
し
'
水

へ
人
に
も
衣
を
着
な
か
ら
入
る
也
'

人
始
畑
灸
ス
'
是
漁
釣
と
火
食
す
る
の
始
也
'
夷
は
今
漸
々
神
農
氏
の
民
と
云

へ
し
'

(な
み
か
わ

･
け
ん
じ

鴻
巣
市
史
編
さ
ん
室
)

ー
J

紅
)

日
本

記

日
'
天
照
大
神

方

二
織

二
神

衣

.
云

々

'

韓

子

日

'

尭

之

有

夫

下

'
冬
日
鹿

_
L

Lr
r
rr

r

rI
_
r

L>}
･北
｢脱
文
こ

_

皮

'

夏

日

葛

衣

'

又

説

日

'

蓋

上

古

衣

レ
毛

冒

川
卑

云

々

'

昔
'
黄
帝
､
芸
尤
計
計

給
ふ
時
'
通
人
玄
狐
の
袋
を
披
符
を
以
'
帝
に
授
た
畑
か
卦

叫
川丁

矧
十
楓
吋

(｢衣
は
先
に
弁
す

(略
)
｣
の
上
部
に
頭
注
)

｢
ア
ツ
と

ハ
木
の
皮
の
名
也
'
本
朝
シ
ナ
､
或
は
マ
タ
と
云
皮
の
如
し
'
是
を
布
と

し
た
る
を
ア
ツ
シ
と
云
｣

食

食
は
鳥
獣
魚
髄
'
食
せ
ぬ
も
の
な
く
'
鮮
魚

･
乾
魚
に
寄
す
水
を
以
て
者
そ

'
寸
料

(弘
｢掴
丈｣
1

.省
刊
と
云
物

へ
肉
を
移
し
'
其
汁
を
捨
'
手
を
以
て
掴

み

食

ふ
､
客
あ
れ
ハ¶
列

と

云
丸
盆
の
如
き
物

へ
入
て
是
を
出
す
'
外
に
菜
な
し
'
唯
肉

一
色
な
り
､
稀
に
海
潮

を
加

へ
て
煮
事
あ
れ
と
も
'
塩
甚
薄
-
し
て
あ
ま
し
'
倭
人
な
と
食
す

へ
き
塩
梅
に

は
あ
ら
す
､
夏
は
日
々
漁
り
て
是
を
食
す
と
云

へ
と
も
'
冬
は
氷
海
と
な
る
故
'
鰭

(弘
･北
｢プ
ウ｣
)

と
鮭
と
を
干
物
と
し
5
1㍍
か
蔵
へ

鳥

山
入

れ

､
雪
消

へ
氷
解
る
ま
て
の
内
'
是
を
食
ふ
'

又
魚
肉
の
水
煮
し
た
る

へ
あ
ら
め
海
苔
を
入
れ
'
是
を
食
ふ
事
も
あ
り
'
又
十

一
月

(弘
･北
｢其
ま
ま
芋
へ｣
)

厳
寒
の
節
'
川
上

へ
行
き
鮭
を

と

り

竿

へ

か

け

能
水
た
る
時
'
其
肉
を
き
り
海
苔
を

_

(マ
マ
)

入
れ
少
し
塩
を
和
し
て
是
を
食
ふ
'
是
を
加
点

1と
云
'
吾
藩
中
喰
ふ
処
の
ル
ヘ
イ

68

i
:寸

対
卜
云
物
あ
り
'
此
ル
イ
ベ
を
学
ひ
た
る
に
や
'
易
日
､
古
者
包
犠
氏
作
二
結

(妃
)_

コ
J

ノロ
ス.ンノ

縄

一
而

為

二
網

器

t
t

以

漁

ス
'

以

佃

ス
'

日

本

記
日

'

事

代

主

神

遊

二
行

於

出

雲

国

一
一

穂
之
崎

l'
以
レ
釣
為
レ
楽
'
古
史
考
日
'
古
者
茄
レ

毛
飲
レ

血
'
健
人
始
作
二
燈
火

l'




